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(2) 物流の現状と課題 

 貨物流動の現状 

 道内の貨物流動は、大消費地である札幌を中心として、国際拠点港湾（苫小牧港、室蘭港）を有する

胆振地域との流動が多い。 

 北海道の農水産品は、十勝やオホーツク、釧路、根室といった道東地域が主要な生産地となってお

り、主に、国際拠点港湾の苫小牧港や、釧路港、十勝港、網走港などの重要港湾から国内外へ輸送さ

れている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

■北海道の農産品・水産品の生産地と港湾の位置関係 

■道内の貨物流動 

出典︓農業産出額（農林⽔産省）、北海道⽔産現勢（北海道）、北海道港湾統計年報_令和元年（１〜12 ⽉）（北海道総合政策部） 

単位︓万トン
※百万トン以上の流動のみ表⽰

札幌

室蘭

旭川
北⾒

釧路
帯広

函館
出典︓H30 貨物地域流動調査（国⼟交通省） 
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 運送業における近年の状況変化と課題 

 近年、電子商取引（ＥＣ）市場の拡大に伴い、全国的に宅配便の取扱個数が増加するとともに、１輸

送当たりの貨物量の低下が進んでいる。 

 こうした中、人口減少や高齢化の進行に伴い、令和元年度には道内の運送業従事者の 36％が 55 歳以

上となっているほか、道内道路貨物運送業従事者数が平成８年度から平成 28 年度にかけて約 15％減

少しており、高齢化や人員不足が深刻化している。 
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■全国ＥＣ市場規模の拡大 ■全国宅配便取扱個数の推移 

■道内道路貨物運送業従事者数の推移 

出典︓平成 30 年度電⼦商取引に関する市場調査（経済産業省） 

出典︓全国貨物流動調査（物流センサス）（国⼟交通省） 出典︓労働⼒調査（総務省） 

■全国の１輸送当たりの貨物量の推移 ■道内運送業従事者の年齢階層推移 

出典︓宅配便取扱個数の推移（国⼟交通省調べ） 

出典︓経済センサス、事業所・企業統計調査（総務省統計局） 
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 道内の港湾別の国際海上コンテナ取扱量は、輸出・輸入ともに約７割を苫小牧港が占めており、次い

で、石狩湾新港や釧路港が約 25％を占めている。 

 一方、これらの輸送拠点を連絡する主要な物流ルート上に、高規格幹線道路の未事業化区間や国際海

上コンテナ車（40ft 背高）の通行支障区間（高さ制限トンネル等）が存在している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典︓特⾞通⾏実績データ 

■狭小トンネル区間における 
大型車通行状況（Ｒ37 クリヤトンネル） 

■道内港湾の国際海上コンテナ取扱量の推移 

■主要な物流ルートと高規格道路網 

出典︓平成 30 年 北海道港湾統計年報（北海道） 



 
第 1 章 北海道新広域道路交通ビジョン 

３．広域的な交通の課題と取組 

 

 

 15 

 

 物流の効率化に向けた取組 

 令和２年度に、北海道開発局、北海道運輸局、北海道、地元自治体等が連携し、道北地域の道の駅を

物流の集荷拠点とし、長距離トラックの空きスペースを活用した荷物の共同輸送を試行。 

 生産者の輸送に伴う負担や、運送事業者の片荷輸送による積載効率悪化などの課題を緩和し、物流の

効率化を目指している。 

 

 

 

  

出典︓令和 2 年 10 ⽉ 2 ⽇ 報道発表資料（旭川開発建設部） 

■道の駅を物流の集荷拠点にした荷物の共同輸送（試行）の概要 




